
 

 

 

実話ベースの、笑って泣ける痛快コメディ。パラグライダーの事故で

首から下が麻痺してしまった富豪の男と、介護役として男に雇われた

刑務所を出たばかりの黒人青年。共通点はゼロ。高級住宅地とスラ

ム、超高級スーツとスウェット、洗練された会話と下ネタ―。二人の世

界は衝突し続けるが、やがて互いを受け入れ、とんでもなくユーモア

に富んだ最強の友情が生まれていく。 

アカデミー賞受賞作『ラ・ラ・ランド』の製作チームが贈る、心震える感

動のエンターテインメント！ 

「地上でもっとも偉大なショーマン」と呼ばれた19世紀アメリカの実在

の興行師 Ｐ・Ｔ・バーナムの半生を描いたミュージカル。貧しい家に

生まれ育ち、幼なじみの名家の令嬢チャリティと結婚したフィニアス。

妻子を幸せにするため努力と挑戦を重ねるフィニアスはやがて、さま

ざまな個性をもちながらも日陰に生きてきた人々を集めた誰も見たこ

とがないショーを作り上げ、大きな成功をつかむ。しかし、そんな彼の

進む先には大きな波乱が待ち受けていた。 



 

 

◆コロナウィルスは、当初は人体にどのような影響があるのか、どのような対策が有効か解らない状態

で、手探りの対応で付き合ってきた。◆遂にどんな病気か正体が見え、本年の3月13日からは、マスクは

個人の判断で取り外しが可能までになった。背景には、飲み薬も承認され、手洗い、うがい等の対策でき

れば十分対応できることがわかってきたことだと感じている。 

◆昨年度は、文化祭も対策を講じて開催された。やはり「みんな顔見知り」。会って話ができることが大

切だと認識されたことと思う。◆今年は、町民が一堂に会する体育祭も四年ぶりに実施される。この機会

に知っている一人一人に会えることを楽しみにしている一人である。 

本年度最後の放課後子ども教室では、ニュー

スポーツ「モルック」を体験してもらいまし

た。フィンランド生まれのモルックは、①か

ら⑫までの番号が書かれた12本の木製の

「スキットル」を「モルック」という木製の

棒で倒す競技。1本だけ倒すとそのスキット

ルの数字が、複数本倒すとその本数が点数に

なり、最初に50点ちょうどになったプレイ

ヤーまたはチームが勝者になりますが、50

点を超えると25点に逆戻りするというルー

ルがあり、みんな苦戦していました。ですが

試合後は「おもしろかった」との声が聴けま

した。 

福井新聞のコラム「越山若水」でおなじ

みの山下裕己論説委員をお招きして、恒

例の時事講演会を開催しました。昨今の

国内・海外の情勢を踏まえたお話をお伺

いし、活発な質問が飛び交う講演会とな

りました。 


